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あらまし：本研究では，小学校４，６年生と中学校２，３年生を対象に公的自己意識の高低を調査した．

そして，一人一台タブレット環境において「アクティブ・ラーニング」による授業を実施し，小中学生の

公的自己意識の高低とその授業の前後に実施した事前事後テストの伸びの変化について分析した．その

結果，小学生は公的自己意識の高低と事前事後テストの伸びとの関係に有意差は認められなかったが，中

学生は公的自己意識の高群のみに，事前事後テストの伸びに有意な向上が認められた． 
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1. はじめに 

小中学校の次期学習指導要領では，ICT による「ア

クティブ・ラーニング」が求められており，「アクテ

ィブ・ラーニング」について，「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業改善と謳われている(1)．

しかし，対話が多くなるこの学習形態では，他者に

自分がどのように認識されているかを意識する「公

的自己意識」が高い学習者にとってストレスとなり，

学習が十分に進まなくなることが危惧されている(2)．

だが，一人一台タブレット環境において「アクティ

ブ・ラーニング」による授業を実施すれば，公的自

己意識の高群は，タブレットが対話の支えとなるた

め，自分の考えや意見を他者に伝えやすいという意

識が高くなる(3)．しかしながら，成績も高まるか否か

の分析は，今後の課題であった． 

そこで本研究では，先行研究(3)の児童生徒の公的

自己意識に着目した．そして，一人一台タブレット

環境において「アクティブ・ラーニング」による授

業の前後に実施した事前事後テストの伸びを本研究

の成績と定義し，公的自己意識の高低とともに比較

分析することで，公的自己意識と成績の関係を明ら

かにすることを目的とする． 

 

2. 小学校における調査 

2.1 授業の概要 

４年生は国語「くらしの中にある「和」と「洋」

を調べよう」（東京書籍），６年生は外国語活動「Let’s 

go to Nikko!」の単元で実践した． 

2.2 対象 

都内公立小学校児童 58 名（４学年 26 名，６学年

32 名）を対象とした．2015 年 11 月 25 日に６年生の

外国語活動，同年 12 月 13 日に４年生の国語の授業

を実施した． 

2.3 公的自己意識の高低の分類 

先行研究(3)と同様，「自分が発言したことを，人が

どう思うか気になりますか」（４件法）(4)などの４つ

の尺度について，各項目の肯定の回答（３と４）を

「１点」，否定の回答（１と２）を「０点」とし，そ

の合計の得点が「０～２点」を公的自己意識の低群

（24 名），「３～４点」を高群（34 名）と定義した． 

2.4 事前事後テストの伸び 

 ４年生は，「和」と「洋」のそれぞれの良さを可能

な限り多く記述する問題で，６年生は，英文和訳（10

題）とした．これらを授業前後で実施し，正答率の

伸びと，伸びの有無の児童数を分析した． 

2.5 分析方法 

公的自己意識の高低と事前事後テストの伸びにつ

いて，カイ二乗検定を行った． 

 

3. 中学校における調査 

3.1 授業の概要 

 ２年生は英語「Lesson6 My Dream USE Read My 

Dream」と，数学「三角形と四角形（直角三角形の合

同条件）」で，３年生は英語「Lesson7 English for Me」

の単元で実践した． 

3.2 対象 

 都内公立中学校生徒 34 名（２年生 21 名，３年生

13 名）を対象とした．2015 年 11 月 25 日に中学２年

生の英語，同年 12 月 13 日に中学２年生の数学，同 
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表１ 小中学生の公的自己意識と成績の関係（左:小学生，右:中学生） 

 

 

年12月15日に中学３年生の英語の授業を実施した． 

3.3 質問紙 

 質問紙は 2.3と同様とした． 

3.4 事前事後テストの伸び 

 ２年生の英語は，６つの英文を和訳する問題，数

学は，３つの三角形の合同条件，及び合同な三角形

を見つける問題とした．３年生は，英文の並び替え

と指定単語から自由英作文を複数書く問題とした． 

3.5 分析方法 

 公的自己意識の高低と授業前後の成績の伸びにつ

いて，Fisher の正確確率検定を行った． 

 

4. 結果 

4.1 小学校 

 カイ二乗検定を行った結果，有意差は認められな

かった(χ2(1)=2.04, n.s.)（表１）． 

4.2 中学校 

 Fisher の正確確率検定を行った結果，有意差が認

められた（p<.05）（表１）．度数に着目すると，公的

自己意識の高群は，事前事後テストの伸びが認めら

れた生徒数が多いことが示唆された． 

 

5. 総合考察 

表１の小学校の調査では，公的自己意識の高低と

成績との関連は認められなかっため，一人一台タブ

レット環境において「アクティブ・ラーニング」に

よる授業を行うことで，公的自己意識の高低によっ

て成績向上に差異が生じるとは言えない．だが，公

的自己意識が高い児童の自由記述には「タブレット

により自分の下手な文字を隠し，綺麗に文字が書け

る」点を評価する内容が２件あったため，字体を気

にする児童には，発表への抵抗が軽減されるかもし

れない． 

一方，表２の中学生の調査では，公的自己意識の

高群において事前事後テストの伸び有り群の人数が

多かったため，一人一台タブレット環境において「ア

クティブ・ラーニング」による授業が，公的自己意

識の高い生徒の成績向上に影響を与える可能性が示

唆された．この理由として，公的自己意識高群は周

囲の思惑や評価を気にするため，対話場面において

授業に集中力を欠いたり，挙手や発言が抑制される

ことが考えられるが(5)，タブレットを活用すること

で，情報伝達や共有の表現が容易になり(3)，結果，対

話や発表場面で心に余裕が生まれ，学習が促進され

のではないかと考える．実際，公的自己意識が高い

生徒はタブレットによ

る発表のし易さを評価

する自由記述が２件あ

った．また，中学生のみ

成績の向上に有意差が

認められた理由として，

中学２〜３年生にかけ

て公的自己意識が高まるため(6)，効果が現れたと考

えられる． 

 

6. おわりに 

本研究では，小中学生を対象に一人一台タブレッ

ト環境において「アクティブ・ラーニング」による

授業を行い，公的自己意識の高低と成績の関係を分

析した．その結果，中学生の公的自己意識の高群は

授業の事前事後テストの伸びが認められた生徒数が

多いことが分かった．よって，「アクティブ・ラーニ

ング」による授業でタブレットを活用することによ

り，情報伝達や共有の表現が容易になり，公的自己

意識が高い生徒の対話や発表場面で自分の意見を明

確に伝える余裕が生まれ，学習が促進されることが

分かった． 

今後，公的自己意識と対人関係の分析や，自己顕

示的方向性(7)の変数も考慮した調査分析，対象とな

る児童生徒や授業を増やし，公的自己意識以外の学

習者特性による分析を行うことが求められる． 
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